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なぜ割り切れない思いやジレンマを感じるのか 鶴若麻理

保健師活動特有の倫理的課題 大森純子／小林真朝

【事例と解説】

倫理的な意思決定の枠組みによる事例検討の方法 鶴若麻理

家族との意向のズレ 小野若菜子

虐待事例 小林加奈

公平なサービスの分配 持田恵理

他部署との意向のズレ 嶋津多恵子

「あきらめさせない」「もえつきさせない」ための組織的支援 麻原きよみ

ヘルスプロモーションの再構築をめざして 滋賀県大津市における健康推進員の養成と地域活動支援 坂口和代・ほか

家庭訪問による産後うつ病スクリーニングで訪問員が抱えるストレスとその要因 三品浩基・ほか

水俣からのレイト・レッスン 原田正純／母親支援の新しい形 母親の育児幸福感を高めるために 清水嘉
子／『保健婦雑誌』に見る戦後史 木村哲也／ニュースウォーク 白井正夫／看護系大学・研究所からのメッセ
ージ 聖隷クリストファー大学
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5月のGW を前に，関西の原子力発電所で再稼動の

是非をめぐり議論が始まった。「再稼動はやむを得ない」

という政治家の判断ばかりが先行し，客観的・科学的根

拠がほとんど何も示されていない。理由を説明せずに判

断だけを押し付けるのは，どんな場合でもするべきでは

ない。責任をとれるはずのない人に，「大丈夫だよ」と

保証されても，ありがたくも，嬉しくもない，納得でき

るわけがないのだ。それよりも，今年の夏が猛暑になる

かどうかの以前に，あの原発事故の恐怖を味わわないた

めに，節電に積極的に協力し，お互い，しばらく我慢す

ることにしませんか。 (杉之尾)

今月号より，新連載「水俣からのレイト・レッスン」

が始まりました。公衆衛生活動とは何なのか，保健師に

何ができて，何ができないのかを考える一助となること

を期待しています。 水俣病の裁判が行われた熊本地裁

は通っていた学校のすぐ近くにあって，多くの人がごっ

た返しているのを見たことがありました。水俣病の裁判

だったのかもしれません。 また1つ歳をとり，20代

最後の1年となりました。よりよい30代に向けて何か

やっておかないと，という妙な強迫観念のもと，とりあ

えず最寄駅近くの加圧トレーニングジムに通うことにし

ました。 (小路)
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